
②
下
水
道
地
下
埋
設
物
の
施
工
と
管
理
そ
の
２

一
―
横
浜
市
に
お
け
る

　
　
下
水
道
の
現
状
と
計
画

二
―
下
水
道
管
き
ょ
の
施
工
概
要

三
―
地
下
埋
設
物
と
し
て
の
下
水
道

四
―
他
の
地
下
埋
設
物
と
の
関
係

を
事
前
に
確
か
め
、
下
水
管
き
ょ
の
占
用
位
置

を
決
定
す
る
。

　
こ
の
結
果
、
下
水
管
き
ょ
を
布
設
す
る
の
に

支
障
と
な
る
地
下
埋
設
物
が
あ
っ
た
場
合
、
施

工
前
に
各
企
業
者
に
照
会
文
書
を
提
出
し
、
移

設
。
切
り
廻
し
、
防
護
等
の
指
示
を
う
け
、
措

置
し
た
後
下
水
管
き
ょ
の
布
設
に
着
手
す
る
。

　
さ
ら
に
道
路
交
通
に
つ
い
て
も
、
交
通
状
況

を
調
査
し
、
昼
夜
間
の
施
工
種
別
、
交
通
止

め
、
う
廻
路
の
設
定
を
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
者
等
と
協
議
し
決
定
す
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
下
水
道
の
管
き
ょ
工
事
は
、
こ

の
よ
う
な
手
順
で
行
う
た
め
、
工
事
期
間
が
相

当
長
く
な
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
管
き
ょ
の
布
設
は
、
決
め
ら
れ
た
管
径
と
勾

配
に
従
っ
て
布
設
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
特
に
下
水
道
の
場
合
、
自
然
流
下
で
下

水
を
流
す
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
決

め
ら
れ
た
勾
配
に
布
設
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。

　
勾
配
は
、
管
内
を
流
れ
る
砂
、
汚
物
等
が
沈

澱
し
な
い
よ
う
に
流
速
を
決
め
、
勾
配
を
設
定
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中
村
紀
久
椎横

浜
市
に
お
け
る
下
水
道
の

現
状
と
計
画

　
横
浜
市
に
お
け
る
下
水
管
き
ょ
の
布
設
は
、

明
治
十
九
年
、
当
時
の
外
人
居
留
地
で
あ
っ
た

関
内
山
下
町
方
面
に
「
レ
ン
ガ
造
り
卵
型
暗

渠
」
を
三
、
八
七
七
㍍
布
設
し
た
の
が
最
初
で

あ
る
。

　
モ
の
後
、
市
域
の
拡
張
、
人
口
の
増
加
に
伴

い
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
関
東
大

震
災
や
第
二
次
大
戦
に
よ
り
中
断
さ
れ
た
。

　
系
統
的
な
下
水
道
整
備
は
、
戦
後
昭
和
二
十

五
年
に
開
始
さ
れ
、
下
水
処
理
場
を
有
す
る
本

格
的
な
整
備
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
三
十
二
年

以
降
で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
下
水
道
計
画
は
市
域
面
積
四
二
、

一
四
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
部
分
で
あ
る
三
九
、

五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計
画
処
理
区
域
と
し
、

こ
れ
を
九
処
理
区
に
分
け
、
一
二
下
水
処
理
場

を
有
し
て
い
る
。

　
管
き
ょ
延
長
は
、
全
延
長
約
一
二
、
四
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
布
設
を
計
画
し
、
昭
和
五
十

下
水
道
管
き
ょ
の
施
工
概
要

三
年
度
末
現
在
す
で
に
三
、
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
布
設
が
完
了
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
昭
和
五
十
四
年
度
の
整
備
延
長

は
、
幹
枝
線
合
せ
て
約
一
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
予
定
し
て
い
る
。

　
下
水
道
の
幹
線
は
大
部
分
河
川
沿
い
の
低
地

を
通
り
、
汚
水
雨
水
を
下
水
処
理
場
ま
で
自
然

流
下
、
も
し
く
は
地
形
に
よ
り
途
中
中
継
ポ
ン

プ
場
を
設
け
て
導
き
、
処
理
後
河
海
に
放
流
し

て
い
る
。

　
下
水
処
理
場
は
、
昭
和
三
十
七
年
中
区
本
牧

に
あ
る
中
部
下
水
処
理
場
が
最
初
に
処
理
開
始

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
北
部
第
一
。
南
部
、
港

北
、
戸
塚
第
二
、
緑
、
神
奈
川
の
各
下
水
処
理

場
が
す
で
に
稼
働
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年

度
に
は
金
沢
下
水
処
理
場
が
処
理
を
開
始
す

る
。残
り
の
戸
塚
第
一
、
西
部
、
北
部
第
二
の
各

処
理
場
は
、
近
い
将
来
の
処
理
開
始
に
備
え
、

現
在
建
設
中
で
あ
る
。

　
下
水
管
ぎ
ょ
施
設
は
、
住
宅
地
域
、
商
業
地

域
。
工
業
地
域
か
ら
発
生
す
る
汚
水
や
、
雨
水

を
集
水
し
、
原
則
と
し
て
自
然
流
下
で
下
水
処

理
場
や
、
河
海
等
の
放
流
先
ま
で
流
下
送
水
す

る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
管
き
ょ
、
マ
ン
ホ
ー

ル
、
桝
、
及
び
取
付
管
等
を
総
称
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
管
き
ょ
施
設
は
主
と
し
て
公
道
内
に
設
け
る

た
め
、
一
度
設
置
す
る
と
そ
の
増
設
、
及
び
移

設
は
容
易
で
は
な
い
。

　
特
に
下
水
道
は
都
市
の
発
展
と
近
代
化
石
進

む
中
で
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
水
道
、
ガ
ス
、
電

力
ケ
ー
ブ
ル
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
等
先
行
し
て
埋

設
さ
れ
て
い
る
地
下
埋
設
物
や
、
、
道
路
交
通
量

の
増
大
に
よ
り
、
そ
の
施
工
方
法
忙
苦
慮
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
先
行
埋

設
さ
れ
て
い
る
他
の
地
下
埋
設
物
の
台
帳
を
調

査
し
、
必
要
に
応
じ
試
掘
調
査
を
行
っ
て
、
地

下
埋
設
物
の
種
類
、
位
置
、
大
き
さ
、
深
さ
等

一

二



し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
勝
手
に
変
更
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
。
他
の
地
下
埋
設
物
の
よ
う

に
施
工
途
中
で
障
害
物
に
あ
た
っ
た
場
合
、
こ

れ
を
避
け
て
布
設
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
こ

に
下
水
道
管
き
ょ
の
施
工
の
困
難
性
が
あ
る
。

　
現
在
は
、
幹
線
、
準
幹
線
の
工
事
の
よ
う
に

大
口
径
管
き
ょ
を
布
設
す
る
場
合
、
従
来
か
ら

あ
る
開
削
工
法
は
ほ
と
ん
ど
採
用
せ
ず
、
な
る

べ
く
地
表
面
か
ら
掘
さ
く
す
る
面
積
を
小
さ
く

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
地
下
埋
設
物
と
の

競
合
範
囲
の
縮
少
を
図
り
、
交
通
対
策
、
安
全

対
策
の
容
易
に
対
処
出
来
る
推
進
工
法
、
隧
道

工
法
、
シ
ー
ル
ド
工
法
等
の
広
い
意
味
で
の
ト

ン
ネ
ル
工
法
を
採
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
下

水
を
直
結
す
る
小
口
径
管
き
ょ
の
布
設
は
、
特

殊
な
場
合
を
除
く
と
、
や
は
り
従
来
か
ら
の
開

削
工
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
施
工
出
来
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
工
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
下
埋

設
物
の
移
設
、
切
り
廻
し
、
防
護
等
を
全
路
線

に
わ
た
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ず
、
従

っ
て
交
通
対
策
、
安
全
対
策
に
も
充
分
配
慮
し

て
施
工
し
な
い
と
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
、
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
下
水
道
事
業
の

困
難
性
を
示
し
て
い
る
。

ガ
ス
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
と
最

も
異
な
る
点
は
、
一
定
の
勾
配
を
も
っ
て
布
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
下
水
の
送
水

方
法
が
水
道
や
、
ガ
ス
と
異
な
り
、
末
端
が
開

放
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
然
流
下
方
式
を
採
用

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
下
流
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
そ

の
埋
設
深
さ
は
深
く
な
り
、
管
径
も
次
第
に
大

口
径
に
な
っ
て
行
く
。

　
下
水
管
き
ょ
の
埋
設
深
さ
は
、
い
ち
ば
ん
先

端
で
約
一
㍍
程
度
と
浅
い
が
、
末
端
の
下
水
処

理
場
付
近
で
は
二
〇
数
㍍
に
も
達
し
、
そ
の
途

中
は
種
々
の
深
さ
で
埋
設
さ
れ
て
い
る
。

　
管
径
は
小
さ
い
も
の
で
直
径
一
五
㌢
の
も
の

か
ら
、
数
㍍
に
達
す
る
場
合
も
あ
り
、
地
下
鉄

な
み
の
大
き
さ
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
深
さ
も
大
き
さ
も
種
々
に
変
化

し
て
い
る
た
め
、
一
度
布
設
す
る
と
他
の
地
下

埋
設
物
と
の
関
連
も
あ
っ
て
、
移
設
や
、
増
設

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ

る
。

　
下
水
管
き
ょ
の
管
種
も
種
々
あ
り
、
一
般
に

は
、
小
口
径
管
で
は
陶
管
、
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
管
等
を
使
用
し
、
中
口
径
管
～
大
口
径
管
で

は
、
遠
心
力
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
等
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
は
、
現
場

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
築
造
す
る
。

　
形
状
も
す
べ
て
円
形
管
と
は
限
ら
ず
、
馬
て

い
渠
、
短
形
渠
、
ま
れ
に
卵
形
管
な
ど
も
使
用

し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
下
水
管
き
ょ
を
布
設
す
る
と
、

公
道
内
で
の
占
用
面
積
は
他
の
地
下
埋
設
物
に

比
較
し
て
大
き
く
な
り
、
道
路
幅
に
よ
っ
て
は

一
度
他
の
地
下
埋
設
物
を
全
部
取
り
出
し
て
か

ら
で
は
な
い
と
布
設
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
工

事
は
大
が
か
り
と
な
り
、
工
期
も
長
く
、
費
用

も
莫
大
な
も
の
と
な
る
。
布
設
さ
れ
た
下
水
管

き
ょ
は
、
建
設
部
門
か
ら
管
理
部
門
に
移
り
下

水
道
台
帳
に
記
載
さ
れ
る
。

　
こ
の
下
水
道
台
帳
は
、
他
の
地
下
埋
設
物
企

業
者
の
工
事
の
た
め
の
事
前
の
調
査
資
料
と
し

て
、
ま
た
新
し
く
開
発
許
可
建
築
許
可
を
受
け

る
人
た
ち
の
た
め
の
下
水
の
放
流
先
の
有
無
等

の
調
査
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

外
に
、
管
き
ょ
自
体
の
維
持
管
理
の
た
め
の
資

料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
あ
る
。他

の
地
下
埋
設
物
と
の
関
係

地
下
埋
設
物
と
し
て
の
下
水
道

　
下
水
道
工
事
は
、
す
で
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

他
の
地
下
埋
設
物
の
水
道
、
ガ
ス
、
電
力
ケ
ー

ブ
ル
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
が
錯
そ
う
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
埋
設
物
の
間
を
縫
っ
て
、
ま
た

必
要
に
応
じ
移
設
し
て
か
ら
施
工
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
埋
設
物
は
、
い
づ
れ
も
都
市
と
し

て
の
機
能
を
保
持
す
る
た
め
の
重
要
な
施
設
で

あ
り
、
万
一
支
障
を
き
た
し
た
場
合
に
は
、
都

市
の
活
動
が
停
止
ず
る
ば
か
り
で
な
く
、
重
大

な
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
工
事
の

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
埋
設
物
の
保
安
管

理
に
は
充
分
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　
下
水
道
局
は
大
阪
ガ
ス
の
爆
発
を
契
機
と
し

て
、
昭
和
五
十
年
三
月
一
日
に
「
下
水
道
施
設

又
は
ガ
ス
供
給
施
設
の
工
事
に
伴
う
相
互
の
施

設
に
関
す
る
協
定
」
な
ら
び
に
「
同
協
定
の
実

施
細
則
」
を
締
結
し
た
。

　
こ
の
協
定
の
内
容
は
下
水
道
施
設
、
ま
た
は

ガ
ス
供
給
施
設
の
工
事
に
伴
う
相
互
の
施
設
の

保
安
措
置
等
を
定
め
た
双
務
協
定
で
、
保
安
措

置
の
実
施
方
法
、
立
ち
会
い
。
巡
回
点
検
、
緊

急
時
の
措
置
、
費
用
負
担
、
第
三
者
に
対
す
る

損
害
賠
償
等
を
定
め
て
い
る
。

　
続
い
て
同
じ
趣
旨
で
水
道
管
理
者
と
も
昭
和

五
十
一
年
十
二
月
十
三
日
、
「
水
道
施
設
又
は
下

水
道
施
設
の
工
事
に
伴
う
相
互
施
設
に
関
す
る

協
定
」
お
よ
び
「
同
実
施
細
則
」
を
締
結
し
た
。

　
他
の
地
下
埋
設
物
と
は
、
現
在
ま
だ
水
道
、

ガ
ス
に
較
べ
て
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
都
度
協
議
し
て
保
安
措
置
を
決
定
し
て
い

る
。
　
今
後
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
協
定
に
の
っ

と
り
、
ま
た
協
議
を
繰
り
か
え
し
、
相
互
の
監

視
体
制
を
強
化
し
、
保
安
措
置
を
万
全
に
し
て

災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
な
が
ら
施
工
す
る

こ
と
が
、
市
街
地
で
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
こ

と
の
最
重
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
〈
下
水
道
局
建
設
部
南
部
設
計
課
長
〉
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三
下
水
管
き
ょ
が
他
の
地
下
埋
設
物
の
、
水
道
。
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